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山陽小野田市有帆川および厚狭川の河口における 
カサシャミセン属の生息確認

古熊  俊治1）

1．はじめに

腕足動物門は、古生代を通じて繁栄した一大グループであり、現在も世界各地の海洋に生息している。

本動物門に属するカサシャミセン属 （スズメガイダマシ属、Discradisca）はカサガイ型の背殻を持つ

ことが特徴であり、太古の祖先種と姿形がほとんど変わらない 「生きている化石」として知られてい

る（大谷 2016）。

山口県下の瀬戸内海におけるカサシャミセン属の分布については、カサシャミセン（D . 

sparselineata）が安芸灘に位置する岩国市柱島において再発見され、周防灘東部に位置する上関町長島

においてもその生息が確認されている（Fukuda et al 2000；福田 2010；加藤 2010）。また、瀬戸内海

全体ではカサシャミセン属のスズメガイダマシ（D.  stella）が“普通”に分布しているとされる（稲葉 

1988）。山口県周防灘西部の各海岸におけるカサシャミセン属の打ち上げ死殻の調査では、これら地域

に本属が普通に分布している可能性が示されている（古熊 2020）。

今回、山陽小野田市の有帆川および厚狭川両河口域を調査した結果、カサシャミセン属の生個体が確

認されたので、生息分布の記録として報告する。なお、カサシャミセン属の種レベルの分類には混乱が

指摘されていることから（三浦ほか 2012）、本稿では属までの同定に留めた。

2．撮影・採集記録

有帆川河口（図 1のSt1、33° 59' N，131° 9' E）：

有帆川右側には岩礁性の自然海岸が残っているが、

砂泥質のごく小規模な干潟もまばらに分布している。

さらに河口のより海側では粒径の大きい岩石が多く見

られ、礫干潟のようになっている（図 2 a）。2020年

4 月11日の干潮時、この礫干潟の砂泥に埋もれている

転石を裏返して調査した。 1時間程度調査した結果、

カサシャミセン属の生個体 3点を確認し、撮影を行っ

た（図 2  b～d）。背殻長は5.4～5.5㎜であった。また、

同地点で同年 5月24日にも同様の調査を行い、0.5時

間程度の調査で生個体 2点を確認し、撮影および採

集を行った（図 2  e・f）。背殻長は4.4および5.8㎜で
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あった。背殻は同心円状の成長脈と頂点から広がる放射肋が認められるが、個体によって放射肋に強弱

があった。背殻は概ね円形ではあるが、付着した場所の形状にあわせるようにそれぞれ違ったいびつさ

を有していた。背殻からはみ出るように棘毛が伸びているが、前端で特に長い。

図2　�a：調査した有帆川右岸河口域、b〜 d：2020年4月11日に本地点で認められた生個体、e・f：2020年5月
24日に本地点で認められた生個体
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厚狭川河口（図 1のSt2、33° 59' N，131° 8' E）：

厚狭川河口は護岸に覆われているが、干潮時に干潟が広がる。左岸河口の海側の護岸直下には岩石類

が砂泥の中に埋もれている場所がある（図 3 a）。2020年 6 月20日の干潮時、この護岸直下の砂泥に埋

もれる転石の調査を行った。転石の多くは深く埋もれており、そうした転石からはカサシャミセン属は

まったく認められなかった。浅く埋もれた転石 1つを発見して裏返したところ、カサシャミセン属 2点

の生個体を確認した。この 2点について、撮影および採集を行った（図 3  b・c）。これらの背殻長は

3.4および4.8㎜であった。有帆川産の個体同様に、背殻には同心円状の成長脈と頂点から広がる放射肋

が認められ、背殻からはみ出るように棘毛が伸びる。

3．考察

本調査地の近隣海岸におけるカサシャミセン属の打ち上げ死殻の調査（古熊 2020）では、大型個体

の背殻が認められる一方で、 5㎜以下のものは認められていなかった。その打ち上げ死殻調査とは異な

り、今回、両河口域で確認された生個体の背殻長はいずれも 5㎜程度の小さい個体ばかりであった。こ

の理由について、生息する水深や環境の違いによって個体サイズが変わる可能性が考えられるが、カサ

シャミセン属の生態については詳しくわかっていない。また、小さな殻はもろく、波力に弱い可能性

図3　�a：調査した厚狭川左岸河口域、b・c：2020年
6月20日に本地点で認められた生個体
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も考えられる。そのため、打ち上げられる死殻としては小さな個体の殻は残されにくいのかもしれない。

しかし、他地域の打ち上げ死殻調査（吉岡 2016、2017）では、 5㎜程度のものが多い。

干潟にある砂泥は、表面付近は酸素が豊富な酸化層となっており、それよりも内部に掘ると酸素が少

ない還元層となっている。酸化層の砂泥は明るい色をしているが、還元層の砂泥は表面の砂泥よりも暗

い色をしており、ドブくさい臭いがする。厚狭川での調査で分かったことであるが、還元層まで深く埋

まった転石にはカサシャミセン属は認められない一方、調査で得られた 2個体は深く埋もれていない酸

化層に留まる転石に認められた。このことは、カサシャミセン属は干潟にある石の裏に生息するものの、

酸素の少ない（嫌気的な）環境はその生息に適さないことを示している。

カサシャミセン属は幻の生物とまで呼ばれ、潮間帯で見つかることはほとんどないと言われていたが

（加藤 2010）、三浦ほか（2012）によれば注意して調査すれば普通に生息している可能性が示されて

いた。これを裏付けるように、打ち上げ死殻（古熊 2020）のみならず、今回、生個体も山口県周防灘

西部で確認された。今後は様々な環境でのカサシャミセン属の生息状況や経時的な成長度合いを調べる

ことで、謎の多いカサシャミセン属の生態を少しでも明らかにすることができるかもしれない。
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